
▲流量はそのまま/全揚程を１２m削減(一例)

クーリングタワー

ポンプ仕様

省
エ
ネ
の
種

省
エ
ネ
の
種

▲設計時のポンプ仕様・ポンプ本体にそれぞれ余裕値が見込まれている為、既設設備から
　の省エネ効果は大きい
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クーリングタワーに省エネの種 !?
年間約 260 万円の電力費削減

仕様の見直し
某食品会社にてクーリングタワー用ポンプ5台

の仕様見直しにより、年間約260万円のコス

ト削減となった。既存設備比で24%の電力

削減となり、約100tのCO2排出量削減となっ

た。一般的にクーリングタワー用ポンプには、

流量や全揚程に無駄が多く含まれている可能

性がある。これは、生産プロセスの設計時に、

流量や全揚程などの余裕を配管抵抗等にお

いて持たせているにも関わらず、汎用ポンプ

特性により余裕値を十二分に上回ったポンプ

が据え付けられていることに起因している。今

回、運転点の適正化と共に、無駄を抽出し、

実用に合ったポンプを選定することで、省エ

ネを図った。

現地調査
クーリングタワー用ポンプの無駄抽出のため

には冷却プロセスの把握から始める必要があ

る。今回の例では必要流量と必要圧力の決定

のための計算(配管図より配管長さや直径な

どのデータを測り、これに冷却する機械の仕

様などのデータを加え、計算する)をお客様が

進めてくださり、電力や圧力などの測定デー

タから仕様を決定し、酉島が技術的サポート

を行った。

モータ容量半減も
流量や全揚程の無駄削減と弊社高効率ポン

プにより、５台全てのポンプでモータ容量を

下げる(45kW→22kW等)ことができた。これ

は仕様を見直した事と、高効率ポンプと高効

率モータにより、少ないエネルギーで水を運

ぶことが出来るようになったことによる効果

が大きい。消費電力量が50%程度削減され

たポンプもあり、省エネ効果は大きかったと

言える。

圧力半減でも問題なし
設備に異常が無いことを確認した後、省エネ

効果の現状測定をお客様にて行った。測定結
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冷却プロセスに必ずあり、常に動き続けているクーリングタワーに大きな省エネの種が眠っている。

これは冷却プロセスのクーリングタワーに設置されているポンプに設計上の余裕が含まれていることが多いためである。

世界をリードするエコポンプ

酉島製作所

果によると、現在の運転点は既設ポンプの仕

様全揚程の半分程度であることが判明した。

ポンプにかかる電力費は大きいが、こういっ

た事例のように無駄を省くことで大きな省エ

ネ効果を得られることがある。
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